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◆ 社会福祉法人を考える１

◆ 2019年新任職員紹介

◆ 私の施設のいいところ

◆ 施設だより
　　　　　「〇〇元年」
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今も昔もこれからも　私たちは家族を支援します

2019 年 4 月 19 日　府中市立三本木保育所の子どもたちとの交流会。
かわいらしい笑顔にご利用者もとても喜ばれました。（緑苑）
泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター
・府中市高齢者住宅うらら多磨

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ
・千代田区立かがやきプラザ
　　　　　　　　　　　相談センター
児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち



　平成（1989年1月8日～ 2019年4月30日）の 30年間は、福祉制度にとっても大きな大きな変化の時代でもありました。
「法人」は法のもとに位置付けられている組織ですから、制度改革の下で大きな波をうけとめ、乗り越えて今に至ってい
る社会福祉法人の現在です。

　今年度担当するこの紙面では、この 30年間の変遷、職員・ご利用者・地域との関係の変化について整理しておきたいと
思います。第1回の今回はその背景となる制度の改革や社会の変化、そして大なり小なり影響を受けて今日に至っている当
法人の姿をまとめました。不安感が漂う現在、これからの時代が不透明ですがせめて人々のよりどころになれる社会福祉
法人を追求していきたいと思います。

理事長　鈴 木　恂 子－平成３０年　間の変化－
社会福祉法人 を考える　１

戦後10余年たった1950年代から60年代にかけて救貧
対策から憲法25条と13条に基づく各福祉法が成立し
た。1973年は福祉元年といわれ、北欧をはじめ福祉
先進国から学びながら1989年12月にゴールドプラン
を定め、高齢者福祉の充実期を迎えた（1990年度厚
生省大型福祉予算：11兆5,652億円）

介護保険法に代表される社会保障基礎
構造改革はその後の社会福祉のあり方
を大きく転換した。公的責任による生
活の保障は生活保護法に残された。

介護保険制度は３ヶ年ごとの見直しが行われる。保険者とな
る自治体ごとに国の方針に基づき、介護保険事業計画が策定
される（現在第７期計画実施中）。
65歳以上の介護保険料の決定、利用料1割から2割へ、食費負
担・居住費負担の変更等。2006年から制度の持続を目的にサ
ービスの給付が厳しくなる（適正化）。

・介護予防
・総合事業と生活支援
・共生社会
・自助・互助・共助

法人本部のある府中市武蔵台の敷地の３分
の１が都道（現 東八道路）計画用地に決
定したのが1984年、平成元（1989）年は都
道対策の真っただ中にありました。
再整備６ヶ年計画も一次、二次、三次と変
更を重ね、1991年東京都と収用についての
契約を締結し、ようやく確定しました。

当初移転先に予定していた調布基地跡地の
朝日町には、府中市が特別養護老人ホーム
を建設し、公設民営として当法人が運営を
受託し、開設しました（1993年）。翌年移
転先である緑町に養護老人ホーム信愛寮が
武蔵台から移り、信愛寮のご利用者が介護
が必要になっても同じ環境で暮らし続けら
れるように、小規模特別養護老人ホーム信
愛緑苑を併設しました（1994年）。

残る武蔵台は白鳥寮・子ども家庭支援セン
ターしらとりの建設整備と泉苑の増築、法
人本部事務局の整備と続き、1995年に６ヶ
年整備計画が完了しました。
武蔵台は子育て・介護を柱に家族を支援す
るため、門扉の表札は家族支援センターと
しました。

都道問題と６ヶ年整備計画が落着し、いよ
いよこれから内部充実に取り組み始めた時、
介護保険制度創設の動きが始まりました。
運営の根拠法が老人福祉法から介護保険法
に変わる一大転換です。2000年４月施行の
介護保険制度に職員は大きく戸惑いました。

2001年千代田区の特養建設のプロポーザル
に応募し、2003～2004年にかんだ連雀の建
設、2002年に神田居宅介護支援事業所を先
行開設し、2003年に岩本町ほほえみプラザ
の運営受託が開始し、千代田区での事業が
始まりました。

その他、府中市子ども家庭支援センターた
っちの受託（2005年）、府中市有地の貸与
を受け、東京都医療・介護連携型サービス
付高齢者住宅うらら多磨を開設（2011年）、
千代田区かがやきプラザ相談センター（神
田地区）の千代田区からの受託（2015年）
を受け、今日に至っています。

そして2016年に、網代ホームきずなの全面
改築が開始しました（2020年3月完了予
定）。

バブル崩壊
財政悪化
少子高齢化
社会保障対策財源の確保
→消費税そして保険財源
へ

消費税導入（３％）
 社会福祉８法改正     社会保障基礎構造改革   相対的貧困率を公表   社会福祉法改正
「高齢者保健福祉推進の十ヶ年戦略」決定 介護保険法成立 介護保険法施行  介護　　保険法改正（予防重視）
ゴールドプラン     新エンゼルプラン
   少子化対策  児童福祉法改正（母子寮→母子生活支援施設）     子ども子育て支援新制度
  育児休業法  育児介護休業法    少子化対策基本法 
   障害者基本法   成年後見法 個人情報保護法  後期高齢者医療制度 生活困窮者自立支援法
        健康増進法・食育基本法   子ども貧困対策促進法

1946～1989年（昭和時代の施設）
1946年 東京都網代母子寮創設
1954年 白鳥寮（府中市に母子寮）
1960年 信愛寮（府中市に養老施設）
1963年 信愛寮（老人福祉法による養護老人ホーム）
1975年 信愛泉苑（特別養護老人ホーム）
1980年 泉苑ケアセンター
1987年 高齢者在宅サービスセンター
 泉苑ケアセンター

1998年 東京都網代ホームきずなに
 名称変更

バブル期 バブル崩壊 阪神淡路大震災 デフレ期へ     東日本大震災
出生率1.57 　　　　　　　高齢社会（14％）   オレオレ詐欺  年越派遣村  高齢者の軽犯罪（重犯）増加
    社会問題に 超高齢社会（21％） 介護保険事業者の閉鎖と開業
     老々介護増加  社会保険庁解体  8040から8050問題

2005年 　　　　府中市こども家庭支援センターたっち
 　　　（府中市より受託）

1989　1990　1991　1992　1993　1994　1995　1996　1997　1998　1999　2000　2001　2002　2003　2004　2005　2006　　　　　2007　2008　2009　2010　2011　2012　2013　2014　2015　2016　2017　2018　2019

1989　1990　1991　1992　1993　1994　1995　1996　1997　1998　1999　2000　2001　2002　2003　2004　2005　2006　　　　　2007　2008　2009　2010　2011　2012　2013　2014　2015　2016　2017　2018　2019
元年　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　　　　　　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31/

1989年 中野区さつき寮（中野区より受託～1996年）
1989年 都道用地収用による６ヶ年再整備計画の実施

1990～1991年 泉苑大改修

1993年 府中市立あさひ苑（府中市より受託）

1994年 信愛寮　緑町へ移転
 （小規模特養信愛緑苑併設）

1995年 子ども家庭支援センターしらとり
 白鳥寮再整備

2002年 千代田区神田須田町
 タカノビルにて
 神田居宅介護支援事
 業所先行開始
　　　（2004年　かんだ連雀へ）

2003年 岩本町ほほえみ　　プラザ（千代田区より受託）
2004年
　かんだ連雀開始

2011年 網代ホームきずな都より民間移譲
2016年
　きずな全面改築
　（４棟→１棟）

2015年
　千代田区かがやきプラザ
　相談センター（神田地区）
　（千代田区より受託）

2011年
　サービス付高齢者住宅
　うらら多磨開設

西 暦
平 成

出 来 事

主な福祉
制度改革

高 齢 者
福祉制度
の 変 化

法人施設
の 変 化

西 暦

30年間の法人のあゆみ

ゴールドプラン 基礎構造改革へ 社会保障基礎構造改革 国から地方へ・公的責任から自己責任へ・措置から契約へ・福祉は自治体ごとに

令和
元年
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機
能
訓
練
（
作
業
療
法
士
）　　
森
本　
　

順

　

家
族
で
旅
行
に
行
っ
て
、
温
泉
に
入
り
美
味

し
い
物
を
食
べ
て
い
る
時
。

２
階
介
護
員
（
介
護
福
祉
士
）　

新
谷　

陽
子

　

運
転
を
し
な
が
ら
音
楽
を
聴
く
。
天
気
の
良

い
日
。
寝
て
い
る
時
。

３
階
介
護
員　
　
　
　
　
　
　
　

村
尾
陽
海
香

　

音
楽
を
聴
い
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
た
り
、

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
に
行
っ
て
い
る
時
。

３
階
介
護
員
（　
介
護
福
祉
士
）　

鈴
木　

由
希

　

旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
、
美
し
い
景
色
を

観
た
り
、
名
産
物
を
食
べ
て
い
る
時
。 

特
養（
介
護
福
祉
士
）

山
口
有
希
子

 

お
風
呂
上
り
に
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が

ら
二
匹
の
犬
と
過
ご
す
時
間

特
養（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）

清
水　
　

純

　

ご
利
用
者
の
若
い
頃
の
お
話
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、月
日
の
流
れ
を
共
有

し
て
い
る
と
感
じ
た
時

４
階
介
護
員
（
介
護
福
祉
士
）

渡
嘉
敷
和
也

家
族
で
食
事
や
外
出
を
し
て
い
る
時
で
す
。

看
護
（
看
護
師
）

吉
岡　

寿
美

　

家
族
・
友
人
と
過
ご
す
ア
ウ
ト
ド
ア
と
映

画
鑑
賞
が
幸
せ
な
ひ
と
時
で
す
。

音
楽
を
聴
い
た
り

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
た
り

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
に
行
っ
て
い
る
時
。

３
階
介
護
員
（
介
護
福
祉
士
）
鈴
木

由
希

旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
、
美
し
い
景
色
を

観
た
り
、
名
産
物
を
食
べ
て
い
る
時
。

あさひ苑あさひ苑

４
階
介
護
員
（
介
護
福
祉
士
）

渡
嘉
敷
和
也

家
族
で
食
事
や
外
出
を
し
て
い
る
時
で
す
。

連　

雀

連　

雀

緑　

苑

緑　

苑

岩
本
町

岩
本
町

ひ
ろ
ば
（
保
育
士
）

宮
城　

朝
日

　

プ
ロ
野
球
が
大
好
き
で
好
き
な
チ
ー
ム
を

応
援
す
る
時
間
が
幸
せ
で
す
。

た
っ
ち
た
っ
ち

保
育
（
保
育
士
）

長
谷
川
美
沙

　

友
人
や
小
学
生
の
甥
っ
子
２
人
と
過
ご
す

時
間
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

き
ず
な

き
ず
な

保
育
（
保
育
士
）

小
林
さ
く
ら

　

た
っ
っ
っ
か
い
お
菓
子
を
買
っ
て
い

る
と
き
で
す
。 

母
子
支
援
員
（
精
神
保
健
福
祉
士
）

吉
川　

泰
葉

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
る
と
き

に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
♪ 

し
ら
と
り

し
ら
と
り

看
護
（
看
護
師
）　　
　
　　
鈴
木
佐
知
子

　

飛
行
機
で
飛
び
立
つ
時

２
階
介
護
員
（
介
護
支
援
専
門
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　

和
美

　

韓
流
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
時

看
護
（
看
護
師
）　　
　
　　
前
田　

麻
美

　

子
供
が
た
く
さ
ん
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
時 

３
階
介
護
員　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

琴
未

　

お
風
呂
に
入
っ
て
い
る
時
、
ご
利
用
者
様

の
笑
顔
が
見
れ
た
時

機
能
訓
練
（
作
業
療
法
士
）　　

坂
田　
　

淳

　

姪
っ
子
を
肩
車
す
る
時

吉
岡

寿
美

家
族
・
友
人
と
過
ご
す
ア
ウ
ト
ド
ア
と
映

画
鑑
賞
が
幸
せ
な
ひ
と
時
で
す
。

有
希
子

み
な
が純

話
を
お

を
共
有

プ
ロ
野
球
が
大
好
き
で
好
き
な
チ
ー
ム
を

応
援
す
る
時
間
が
幸
せ
で
す
。

友
人
や
小
学
生
の
甥
っ
子
２
人
と
過
ご
す

時
間
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

さ
く
ら

買
っ
て
い

祉
士
）

泰
葉

る
と
き

りりり

2019年度の
　　新入職員を ご紹介します
2019年度の
　　新入職員を ご紹介します

3月27日は泉苑の屋上に春の嵐が。風に負けないパワーに期待します。

季刊しんあい110 号（2019 年６月 20 日発行）

　新年度を迎え、この春より新たに 17 名の職員が多
摩同胞会のメンバーに加わりました。
　2019 年 3 月 26 日～ 3 月 28 日の 3 日間にわたって
開催された新任職員基礎研修では、法人のあゆみ・運
営理念・キャリアパス・リスクマネジメント・コン
ピュータの理解・就業規則等を学び、よりよい利用者
支援のための基礎的な知識とスキルの習得をし、そう
してそれぞれの配属部署へと飛び立ちました。
　この先ますますの飛躍が期待される新任職員 17 名
に「幸せを感じる瞬間」を聞いてみました。ご利用者
とともに幸せを感じる瞬間をふやして下さい。
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令
和
元
年
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
時
代
到
来
に
ち
な
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
の

新
し
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
届
け
し
ま
す
。

「
〇
〇
元
年
」

　

4
月
1
日
に
新
元
号
の
「
令
和
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
日
き
ず
な
で
は
、
こ
れ

ま
で
使
用
し
て
い
た
保
育
棟
か
ら
、
現
在
完
成
し
た
ば
か
り
の
ご
利
用
者
が
住
ん
で
い
る

新
棟
に
学
童
室
と
保
育
室
が
移
り
、
運
用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
居
住
棟

と
保
育
棟
が
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
１
階
に
事
務
所
・
保
育
室
・
学
童
室
、
２
階

か
ら
上
の
階
は
ご
利
用
者
の
居
室
や
集
会
室
・
心
理
室
等
が
で
き
一
棟
管
理
と
な
り
ま
し

た
。
小
学
生
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
来
る
と
「
た
だ
い
ま
」
と
事
務
所
に
顔
を
出
し
学
童
に

行
き
、
施
設
内
の
保
育
児
は
お
散
歩
に
行
く
際
に
「
行
っ
て
き
ま
～
す
！
」
と
元
気
よ
く

事
務
所
に
挨
拶
を
し
て
出
か
け
て
い
き
ま
す
。
何
十
年
も
の
思
い
出
が
つ
ま
っ
た
保
育
棟

は
解
体
と
な
り
寂
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
場
所
で
の
楽
し
い
思
い
出
を
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

き
ず
な
は
こ
れ
ま
で
も
地
域
の
方
々
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
新
し
く
で

き
た
集
会
室
は
、
施
設
内
の
行
事
で
使
用
す
る

だ
け
で
な
く
地
域
の
方
々
に
開
放
し
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
へ
の
案
内
や
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
検
討

は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
と
の

「
き
ず
な
」
を
よ
り
一
層
大
切
に
し
、
地
域
支

援
の
拠
点
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
職
員
一
同
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

母
子
支
援
員
（
社
会
福
祉
士
）
髙
橋　

風
子

　

多
摩
同
胞
会
で
は
、
季
刊
し
ん
あ
い
の
ほ
か
、
法
人
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
リ
ク
ル
ー
ト

ガ
イ
ド
、
ブ
ロ
グ
や
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
積
極
的
に
情
報
発
信
を

し
て
い
ま
す
が
、
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
に
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ペ
ー
ジ
が
あ
る
の

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ペ
ー
ジ
を
つ
く
ろ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

昨
年
、
地
域
に
お
住
い
の
方
々
が
集
ま
る
会
議
に
出
席
し
た
と
き
、
あ
る
方
か
ら
こ
ん

な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。「
私
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、

岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
何
や
っ
て
い
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら

な
い
の
で
す
」
そ
の
方
は
、
神
田
川
を
挟
ん
で
反
対
側
の
地
域
に
住
ま
わ
れ
て
い
ま
す
が

同
じ
地
域
で
す
。
そ
ん
な
声
を
聴
き
、
私
は
少
な
か
ら
ず
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
1
月
に
事
業
を
開
始
し
た
岩
本
町
ほ
ほ
え

み
プ
ラ
ザ
は
令
和
元
年
の
今
年
で
満
15
年
に
な
り
ま
し

た
。
15
年
も
経
て
ば
地
域
の
方
々
に
も
あ
る
程
度
は
ご

認
知
い
た
だ
い
て
い
る
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
も
っ

と
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な

い
、
使
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
思
い
、

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

　

現
在
、
多
い
時
に
は
100
人
以
上
の
方
が
ペ
ー
ジ
を
閲

覧
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
Ｐ
Ｒ

元
年
」
と
し
て
、
ま
す
ま
す
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
長
（
社
会
福
祉
士
）
髙
橋　

誠

新
！
き
ず
な
元
年

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
Ｐ
Ｒ
元
年

自然がいっぱい

　きずなの施設周辺は、自然がいっ
ぱいです。裏山で子ども達と、たけ
のこを掘りました。

あさひ苑の持ち帰り食

　以前から要望のあったデイサービ
スご利用者の夕食の持ち帰り食を始
めました。ご利用者の自立した生活
をお手伝いしたいと思います。

ちゃきちゃきの江戸っ子の街

　戦災を免れた連雀界隈は明治・昭
和初期創業の老舗店が多く、江戸っ
子のご利用者の馴染みのお店もたく
さんあります。

ひろばにかかった虹

　ひろばには、季節を感じられる
とっても大きな手作りの壁面飾りが
あります。５月には天井にたくさん
の鯉が泳いでいました。

畑があります

　緑苑の自慢のひとつは自給自足で
す。写真は緑苑の農園の里芋ですが、
今から秋の芋煮会が楽しみです。

しらとり食堂は大人気

　月に 1度、希望者へ手作りの夕
ご飯を提供しています。この日のメ
ニューは、3色丼と肉じゃが！皆さ
んのリクエストです☆

春色のお弁当で季節を感じます

　花々が彩り良く咲く季節となり、お
弁当を持ってピクニックに行こうかな？
そんな思いを巡らせていた日の食事
でした。

大きな大きな建物で、みんなのびのび

　玄関ピロティで大きな鯉のぼりが
すいすい泳いで、デイサービスのご
利用者の目を楽しませてくれていま
した。

き ず な し ら と りた っ ち

あ さ ひ 苑 泉 苑緑 苑

かんだ連雀 岩本町ほほえみプラザ

きずな

岩本町
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か
ん
だ
連
雀
に
新
し
く
「
ホ
リ
デ
ー
ル
ー
ム
す
ず
め
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
す
ず
め
ル
ー
ム
で
は
千
代
田
区
内

介
護
福
祉
事
業
従
事
者
向
け
に
1
歳
か
ら
未
就
学
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
た
日
祝
祭
日
保
育
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
「
す
ず
め
オ
ー
プ
ン
ル
ー
ム
」。
す
ず
め
ル
ー

ム
を
実
際
に
見
学
＆
体
験
（
臨
時
ひ
ろ
ば
）
し
て
い
た
だ

け
る
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し

い
玩
具
を
見
つ
け
る
と
楽
し
そ
う
に
遊
び
だ
し
、
見
守
る

保
護
者
の
方
や
職
員
に
も
笑
顔
が
浮
か
び
ま
す
。
自
然
と

保
護
者
同
士
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
会
話
も
弾
み
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
祝
祭
日
勤
務
の
た
め
の
一
時
預
か
り
で
す
が
、
空
き

が
あ
る
場
合
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
の
ご
利
用
も
で

き
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
す
ず

め
ル
ー
ム
に
、
み
ん
な
お
い
で
よ
！

少
年
指
導
員
（
社
会
福
祉
士
）
吉
田　

智
咲

　

人
の
手
を
助
け
る
「
機
械
」
と
い
う
も
の
は
日
常
生
活

に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
食
材
を
細
か
く
す
る
ミ
キ
サ
ー

や
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、
洗
濯
機
や
掃
除
機
等
を
普
段
、

機
械
が
私
た
ち
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
て
い
る
事
さ
え
感

じ
な
い
程
、
あ
た
り
前
に
使
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
洗
濯
板
を
使
っ
て
洗
濯
を
し
、
箒
と
塵
取
り
を
使
っ
て

掃
除
を
し
て
い
た
時
代
も
当
然
あ
り
ま
し
た
。
機
械
も
使

い
続
け
る
と
、
そ
の
行
為
自
体
が
あ
た
り
前
に
な
り
、
恩

恵
を
受
け
ら
れ
て
い
る
と
実
感
す
る
事
が
難
し
く
な
っ
て

く
る
も
の
で
す
。

　

前
置
き
が

長
く
な
り
ま

し
た
が
、
福

祉
業
界
の
施

設
で
も
寝
て

入
る
お
風
呂

や
車
椅
子
、

移
動
用
リ
フ

ト
等
機
械
を

使
う
こ
と
が

当
た
り
前
の

時
代
を
し
ば

ら
く
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
新
た
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
な
る

も
の
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

か
ん
だ
連
雀
で
は
、
最
近
ま
で
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」（
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
）
と
い
う
職
員
の

身
体
負
担
を
軽
減
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
検
証
し
て
い
ま
し
た
。

近
い
将
来
確
実
に
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
が
あ
た
り
前
と
感
じ

る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。
新
し
い
時
代
の
到
来
を
、
そ

の
瞬
間
を
わ
く
わ
く
と
期
待
し
な
が
ら
仕
事
に
向
き
合
う

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

ホ
ー
ム
介
護
員　
（
介
護
福
祉
士
）
伊
藤　

賢
司

　

新
元
号
に
変
わ
っ
た
今
年
は
、
あ
さ
ひ
苑
で
も
新
し
い

取
り
組
み
が
始
ま
り
、そ
し
て
新
し
い
仲
間
も
増
え
ま
し
た
。

4
月
か
ら
は
業
務
シ
ス
テ
ム
の
「
ケ
ア
カ
ル
テ
」
と
い
う

新
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
手
書
き
で
記

録
し
て
い
た
ご
利
用
者
の
日
々
の
看
護
記
録
な
ど
が
デ
ー

タ
と
し
て
残
さ
れ
ま
す
。
不
慣
れ
な
が
ら
も
「
こ
こ
は
、

ど
う
や
る
の
？
」
と
そ
れ
ぞ
れ
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
教

え
あ
い
、
日
々
新
し
い
情
報
を
記
録
、
共
有
し
て
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
慣
れ
る
ま
で
は
少
し
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
記
録
に
か
か
る
時
間
が
削
減

で
き
れ
ば
、
そ
の
分
ご
利
用
者
と
関
わ
る
時
間
が
増
え
、

よ
り
一
層
良
い
看
護
・
介
護
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
さ
ひ
苑
看
護
室
に
は
新
し
い
3
人
の
仲
間
が

入
職
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
経
験
し
て
き
た
専
門
性
を
活

か
し
な
が
ら
利
用
者
の
皆
様
が
「
安
心
・
安
全
・
安
楽
」

な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
努
め
、
新
し
い
仲
間
と
共
に
新
し

い
取
り
組
み
に
臨
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

看
護
師

　

今
井　

美
紀

　

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
代
わ
り
新
し
い
時
代
と
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
新
時
代
と
な
る
２
０
１
９
年
4
月
か
ら

多
摩
同
胞
会
の
各
施
設
に
新
し
い
業
務
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
す
の
で
、
今
ま
で
と
は
違
う
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
加
わ
り
、「
ど
こ
に
何
を
い
れ
た
ら
い
い
の

か
？
」
と
悪
戦
苦
闘
。
職
員
み
ん
な
で
何
を
ど
う
す
れ
ば

効
率
的
に
出
来
る
の
か
と
日
々
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
持
ち

運
び
が
可
能
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ご
利

用
者
様
と
一
緒
に
「
春
の
花
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か

し
ら
」
と
お
話
す
る
時
に
、
同
時
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
大
き

な
画
面
で
画
像
検
索
を
し
て
実
際
に
そ
の
花
を
見
て
も
ら

っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

言
葉
だ
け
で
は
思
い
浮
か
ば
な
く
て
も
画
像
を
見
る
と

「
知
っ
て
い
る
わ
」
と
笑
顔
の
花
が
咲
い
て
い
る
こ
と
も
。

新
し
い
こ
と
へ
の
発
見
と
挑
戦
の
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
介
護
員
（
介
護
福
祉
士
）　

Ａ
・
Ｉ

　

た
っ
ち
は
今
年
度
、
開
設
15
年
を
迎
え
ま
す
。
開
設
当

初
に
遊
び
に
き
て
く
れ
て
い
た
お
子
さ
ん
た
ち
も
、
も
う

高
校
生
。
い
つ
の
日
か
「
た
っ
ち
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
！
」

と
い
う
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
が
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊

び
に
来
て
く
れ
る
日
も
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

た
っ
ち
に
は
開
設
以
来
、
多
く
の
ご
家
族
が
遊
び
に
来

て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
は
じ
め
て
遊
び
に
き
ま
し

た
」
と
い
う
方
に
も
毎
日
お
会
い
し
ま
す
。
初
め
て
の
場

所
に
ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
。
ど
ん
な
お
も
ち
ゃ
が
あ
る

か
な
、
お
友
だ
ち
は
で
き
る
か
な
、
い
ろ
ん
な
気
持
ち
が

ひ
ろ
ば
に
は
溢
れ
て
い
ま
す
。
ひ
ろ
ば
は
い
つ
だ
っ
て
新

し
い
出
会
い
、
発
見
が
あ
る
場
所
。
た
く
さ
ん
の
始
ま
り

が
あ
る
場
所
で
す
。

　

新
し
い
元
号
「
令
和
」
が
始
ま
っ
て
早
く
も
1
ヵ
月
半
。

た
っ
ち
で
は
令
和
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
お
見
か
け
す
る

日
も
あ
り
ま
す
。
今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
お
子
さ
ん
や
お

母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
ご
家
族
の
方
と
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
員
（
社
会
福
祉
士
）
田
澤　

夢
紬

　

２
０
１
９
年
4
月
に
緑
苑
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

あ
さ
ひ
苑
か
ら
異
動
し
ま
し
た
。
緑
苑
で
の
仕
事
は
初
め

て
で
、
ま
さ
し
く
私
に
と
っ
て
元
年
で
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
私
は
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く

人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
仕
事
が
好
き
で
す
。

誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

時
々
嫌
に
な
り
そ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な

時
は
、
天
国
に
い
る
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を

思
い
浮
か
べ
る
と
、
自
分
の
す
べ
き
こ
と
を
思
い
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
に
新
た
に
始
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
も
変

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
え
て
言
う
な
ら
、
い
き

い
き
と
働
い
て
い
る
私
の
姿
を
、
子
ど
も
が
見
て
も
恥
ず

か
し
く
な
い
よ
う
意
識
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
ご
利
用
者
や
そ
の
ご
家
族
、

仲
間
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
、
感
謝
す
る
時
間
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
緑
苑
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
令
和
の
時
代

も
一
人
一
人
の
方
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長　
　
　
　
　
　

（
社
会
福
祉
士
）
福
井　

寛
之

ホ
リ
デ
ー
ル
ー
ム

す
ず
め
元
年

介
護
ロ
ボ
ッ
ト元年

タ
ブ
レ
ッ
ト元

年

ケ
ア
カ
ル
テ元

年

い
つ
だ
っ
て
、

ひ
ろ
ば
は

元
年
!!

緑
苑
包
括
元
年

しらとり

連 雀

泉　苑

あさひ苑

たっち

緑 苑



　

家
族
８
人
が
揃
っ
て
賑
や
か
に

ご
飯
を
食
べ
て
い
る
時
に
、幸
せ
を

感
じ
ま
す�

（
泉
苑　

南
佳
代
）

　

神
社
仏
閣
の
ベ
ン
チ
で
日
向
ぼ

っ
こ
を
し
て
い
る
時

（
泉
苑　

石
川
愛
）

　

休
日
に
時
間
を
気
に
せ
ず
ゆ
っ

く
り
寝
て
い
る
と
き
に
幸
せ
を
感

じ
ま
す
。（
あ
さ
ひ
苑　

飯
井
琴
美
）

　

日
々
平
穏
で
い
ら
れ
る
事
が

日
々
の
幸
せ
で
す
！

（
あ
さ
ひ
苑　

高
野
幸
枝
）

　

仕
事
の
合
間
や
休
日
の
ひ
と
時

に
、ア
ー
ル
グ
レ
イ
を
飲
ん
で
ボ
ー

と
す
る
こ
と
で
す
。

（
緑
苑　

平
岡
貴
弘
）

　

作
っ
た
料
理
を
美
味
し
そ
う
に

食
べ
て
く
れ
る
妻
と
娘
の
姿
に
幸

せ
を
感
じ
ま
す
。

（
連
雀　

伊
藤
裕
太
）

　

娘
が
嬉
し
そ
う
に
ア
イ
ス
を
食

べ
て
い
る
の
を
見
る
時
に
幸
せ
を

感
じ
ま
す
。（

岩
本　

松
本
幸
二
郎
） 　

嵐
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
戦
し
て

い
る
時
が
最
高
に
幸
せ
で
す
！

（
し
ら
と
り　

吉
田
智
咲
）

　

友
人
と
ラ
イ
ブ
に
行
き
好
き
な

音
楽
に
浸
っ
て
い
る
時
間
が
幸
せ

で
す
。�

（
き
ず
な　

髙
橋
風
子
）

　

音
楽
フ
ェ
ス
で
美
味
し
い
も
の

を
囲
ん
で
つ
つ
き
あ
う
時
間
が
幸

せ
で
す
！（

た
っ
ち　

長
谷
川
朝
生
）

　

２
人
の
子
ど
も
に
挟
ま
れ
、「
小
」

の
字
で
寝
る
時
に
幸
せ
を
感
じ
ま

す
。�

（
事
務
局　

井
坪
香
織
）

　

仕
事
と
家
庭
に
慌
た
だ
し
く
も

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
な
が
ら
、

た
ま
に
映
画
を
見
る
時
間
が
幸
せ

で
す
。�

（
事
務
局　

青
木
志
乃
）

　

毎
日
プ
ー
ル
で
泳
い
で
、家
で
ビ

ー
ル
を
飲
む
時
、今
日
も
幸
せ
だ
っ

た
と
感
謝
し
ま
す
。

（
編
集
長　

上
野
廣
美
）

ニ
ュ
ー
ス
ミ
ニ

ミ
ニ

　

今
年
3
月
、
関
東
医
療
少
年
院
よ
り

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
と
30
年
度
に
、
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
泉
苑
で
リ
ネ
ン

交
換
や
ご
利
用
者
の
お
茶
の
準
備
、
洗

い
物
な
ど
を
医
療
少
年
院
の
皆
さ
ん
に

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
活
動
の
中

で
は
、
ご
利
用
者
と
も
会
話
を
し
な
が

ら
一
生
懸
命
作
業
を
行
っ
て
い
る
姿
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
体
験
活
動
の

ほ
か
に
も
千
羽
鶴
を
い
た
だ
い
た
り
、

感
謝
の
手
紙
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

り
と
交
流
の
形
も
色
々
と
増
え
て
い
き

ま
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
関
東
医
療
少
年
院

は
府
中
市
か
ら
移
転
し
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
、
今
後
は
交
流
活
動
が
難
し

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
交
流
し
て

く
れ
た
若
い
方
々
が
、
泉
苑
で
得
た
こ

と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
少
し
で
も
役

立
て
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

（
泉
苑
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長

今
福　

崇
）

感
謝
状
を
　
　
　
　

　
い
た
だ
き
ま
し
た
！

青
木
晃
子　

青
野
ま
り　

赤
田
美
恵
子　

赤
林
好
子　

浅
見
ス
ジ

子
阿
部
才
千
代　

荒
井
迪
子　

荒
波
智
子　

有
本
陽
子　

飯
塚
喜

亥
子　

伊
澤
美
紀
子　

石
井
久
子　

石
井
宏　

石
坂
勝
世　

石
坂

ト
メ
ヨ　

市
川
ア
イ
子　

市
川
知
子　

井
出
睦
子　

稲
垣
清
美　

井
上
智
美　

岩
井
健　

上
野
時
子　

吉
野
美
咲　

植
松
八
千
代　

魚
川
桂
子　

内
保
三
重
子　

内
堀
美
喜　

梅
原
薫　

梅
原
光
洋　

卜
部
和
子　

上
床
晃
代　

榎
本
成
子　

遠
藤
伊
代　

遠
藤
慧
子　

遠
藤
み
つ
よ　

遠
藤
陽
子　

大
倉
弘
子　

大
島
庸
子　

岡
野
洋
子

　

大
城
ひ
ろ
子　

太
田
久
美
子　

大
坪
イ
ネ
子　

大
野
文
子　

大

場
正
子　

大
原
捷
子　

大
屋
康
夫　

大
類
浩
平　

岡
田
基
子　

小

川
健
治　

荻
野
和
子　

奥
山
亜
子　

奥
山
チ
ヤ
子　

オ
コ
サ
の
会

　

尾
崎
節
子　

尾
崎
紘
之　

尾
崎
靖
宣　

音
楽
園　

お
は
な
し
夢

く
ら
ぶ　

小
柳
亜
樹
子　

折
田
浩
一　

海
江
田
紀
久
子　

鹿
島
キ

チ　

鹿
島
千
重
子　

絈
野
美
千
代　

加
藤
栄
子　

加
藤
静　

加
藤

規
子　

加
藤
芙
美
子　

加
藤
洋
子　

金
指
真
美　

金
子
武
仁　

上

村
修　

神
山
し
げ
子　

亀
岡
紀
知
信　

川
崎
雅
人　

川
住
弥
生　

菊
池
和
彦　

菊
地
裕
子　

北
島
美
恵
子　

木
谷
教
子　

北
村
よ
し

こ　

木
森
哲　

具
嶋
郁
子　

國
定
毅　

久
保
田
摩
耶
子　

久
保
紀

子　

隈
元
与
志
恵　

蔵
内
睦
子　

栗
原
宏
子　

黒
川
澄
子　

黒
川

ト
ヨ
子　

弦
間
ま
さ　

小
池
昌
子　

小
石
暁
子　

小
出
晨
一　

小

出
由
美
子　

黄
美
華　

C
O
S
A　

石
澤
圭
子　

小
久
保
桂
子　

児
島
章
子　

小
島
ユ
ミ
子　

小
島
百
合
子　

小
菅
よ
し
江　

後
藤

祐
輝　

小
林
幸
代　

小
林
照
子　

小
林
真
弓　

小
林
道
子　

小
林

わ
か
子　

駒
ヶ
嶺
秦
秀　

五
味
淑
子　

是
永
美
代
子　

今
野
幸
子

　

齋
藤
健
三
朗　

斎
藤
千
枝
子　

酒
井
和
子　

坂
本
越
子　

坂
本

尚
子　

佐
久
間
桂
子　

佐
藤
イ
ソ　

佐
藤
公
子　

佐
藤
直
美　

佐

藤
な
か
子　

佐
藤
初
江　

佐
藤
秀
和　

佐
藤
美
智
子　

佐
野
田
鶴

子　

佐
山
香
織　

椎
名
君
代　

塩
澤
佳
津
子　

重
田
文
子　

篠
田

良
栄　

島
津
た
か
子　

清
水
智
子　

清
水
文
枝　

清
水
松
枝　

清

水
美
咲
子　

清
水
光
子　

下
江
美
鈴　

下
宏
子　

写
童　

進
藤
登

美
子　

新
村
信
子　

杉
本
節
子　

鈴
木
暉
子　

鈴
木
瞳　

鈴
木
由

美　

鈴
木
好
枝　

鈴
木
好
子　

赤
十
字
奉
仕
団　

瀬
戸
貞
子　

髙

倉
祥
子　

高
橋
恭
子　

高
橋
チ
ヨ
子　

髙
橋
ヤ
ヨ
イ　

瀧
澤
千
登

勢　

滝
沢
冷
子　

多
喜
田
操
子　

竹
内
由
美
子　

田
島
み
よ　

田

中
典
子　

谷
敦
子　

田
部
美
智
子　

田
村
知
江
子　

丹
野
由
紀
子

　

千
葉
よ
し　

土
屋
と
き
枝　

堤
明　

寺
町
律
子　

戸
島
正
子　

栃
谷
さ
き　

中
垣
春
代　

長
澤
道
子　

長
島
広
美　

中
田
夏
枝　

中
野
渡
と
み
子　

中
村
千
代
子　

中
村
夏
美　

中
村
美
佐
江　

中

村
恭
俊　

中
山
伊
久
子　

中
山
寿
美　

西
村
珠
美　

二
宮
澄
子　

根
岸
路
子　

野
坂
昭
弘　

橋
場
昭　

長
谷
川
和
子　

長
谷
川
志
津

子　

林
比
典
子　

早
矢
仕
房
男　

原
田
圀
彦　

原
田
康
子　

原
俊

江　

樋
口
淳
子　

樋
口
よ
し
子　

樋
口
留
美　

肥
後
住
江　

久
島

な
る
子　

日
髙
千
敦
子　

秀
島
由
実
子　

平
泉
順
子　

平
岡
美
津

子　

平
松
ふ
じ
子　

広
木
き
く
江　

深
堀
紀
美
子　

福
田
佐
代
子

　

藤
倉
和
江　

藤
田
京
子　

船
岡
栄
子　

舟
見
三
佐
子　

古
園
絢

子　

北
條
玲
子　

保
坂
良
子　

星
野
若
佐　

細
木
南
美　

堀
江
深

雪　

孫
田
一
昭　

政
所
優
季　

町
田
知
行　

松
下
朗　

松
田
恵
子

　

松
野
ア
イ　

松
実
宏
枝　

丸
田
の
ぶ
子　

三
坂
和
子　

三
輪
孝

子　

宮
崎
清
子　

明
神
淑
恵　

武
野
純
子　

村
井
福
子　

村
岡
栄

美
子　

モ
ダ
ン
バ
レ
ー
チ
ェ
リ
ー　

本
野
幸
子　

百
瀬
洋
子　

守

屋
貴
美
子　

森
脇
敦
子　

八
重
の
会　

矢
崎
英
子　

栁
澤
梅
子　

山
崎
キ
ヌ
子　

山
田
一
丸　

山
田
佳
津
江　

山
田
ケ
イ
子　

山
田

順
子　

山
野
栄
治　

山
本
恵
美
子　

山
本
峯
子　

山
森
貞
枝　

鑓

溝
千
寿
子　

ゆ
う
か
フ
ァ
ミ
リ
ー　

朗
読
赤
十
字
奉
仕
団　

横
尾

美
知
子　

横
山
真
智
子　

吉
岡
秋
夫　

吉
竹
佐
紀　

吉
田
ヒ
サ
子

　

吉
田
恒
雄　

吉
田
陸
子　

吉
野
賀
津
子　

吉
本
栄
子　

米
山
秀

子　

る
り
ま
つ
り
の
会　

ギ
タ
ー
演
奏
に
よ
る
歌
の
会　

6
中
吹

奏
楽　

脇
山
令
子　

和
駒
会　

渡
辺
勇　

渡
辺
一
恵　

渡
邊
恵
子

　

渡
辺
た
き
子
渡
邊
ひ
で
子　

渡
邉
弘
子　

渡
辺
浩
美　

渡
邉
房

子　

渡
辺
守�

（
２
０
１
９
年
２
月
～
２
０
１
９
年
４
月
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
A
C
T�

Ｊ
Ｔ　

大
沢
良
三

株
式
会
社�

カ
ー
ブ
ス
ジ
ャ
パ
ン�

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
務
局

一
般
社
団
法
人
熊
崎
報
恩
財
団　

カ
ネ
ナ
カ
食
品　

神
宮
雄
三
郎

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
あ
き
る
野

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

社
会
福
祉
法
人
千
代
田
区
社
会
福
祉
協
議
会

㈱
デ
ィ
ス
ク
ガ
レ
ー
ジ
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト
事
業
ユ
ニ
ッ
ト

㈱
シ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス　

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
㈱　

那
須
史
子

庭
商
店　

明
治
神
宮
崇
敬
会　

明
治
安
田
生
命　

吉
田
ヒ
サ
子

（
２
０
１
９
年
２
月
～
２
０
１
９
年
４
月
）

～
今
年
度
の
編
集
委
員
が

「
幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
」で

自
己
紹
介
い
た
し
ま
す
。～

古紙配合率100％再生紙を使用しています

介護に関するご相談は

無料ダイヤルで！

季刊しんあい110 号

10

　

・泉苑
老後支援 24 時 間

・あさひ苑
福祉にっこり24時間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）


